
・支援手順書に基づいて支援を実施
する。

・結果を振り返るプロセスの中で、
支援の成果を確認し、再検討する。
（＝支援手順書の修正）
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★支援手順書を修正するにあたって、客観性
を高めるためにも支援を実施した結果の記録
が重要となります。

【支援手順書の修正について】（詳細は研修資料を参照）



使用方法①本人の様子を支援手順書の「本人
の様子（記録）」の欄に記入します。

工程

事前準備

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ

記録のポイントは、客観的に⾏動を書くと
いうことです。 １



本人が想定と違う動きをし
ている時にはしっかり観察
して記録します。
課題となる⾏動に発展しや
すく、⽀援の⾒直しをする
ポイントとなります。

使用方法②本人の⾏動の確認をします。

工程

事前準備

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ



使用方法③支援手順書の修正をします。

支援手順書に修正点を書き込み
ます。

工程

事前準備

本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書/記録用紙

【作業場面】

日付け 氏名 記入者２０〇〇年〇月×日 田中正則さん 支援員Ｂ

支援手順書の支援者の動き、本
人の動きもですが支援者の動き
や支援方法の修正に入っていき
ます。 ２


